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視察要点等 小豆島 持続可能な観光  

 

【視察の 】 

土庄町、小豆島町の両町長の交代により、 「島は一

つ」という理念のもと、一般社団法人小豆島観光協会に一本化。小豆島観光協会が正式Ｄ

ＭＯとなり、日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ- Ｄ）に基づき取り組みを始め

る。観光予算を従来の 4 倍に増加、 3 。 

 

小豆島の観光におけるミッション ‐使命-  

観光事業の持続可能な島づくりの中心的役割を務める 

小豆島の観光におけるビジョン - 願望-  

観光により消費される島ではなく、観光により持続できる島を目指す 

小豆島の観光におけるバリュー - 価値-   

離島を形成する景観美（青い海と緑の山々のバランス） 

離島に息づく生活文化（伝統と革新/ 深化と新化） 

 

 

2024 100  

 

フェリー高松- 小豆島 片道 700円と国内最安値で運行されていた。 

 

【視察の感想】 

首長が変わったことを機に、小豆島に複数あった観光協会を１つ統合。観光事業の促進を

進めることで持続的な島づくりの中心的役割した。リーダーが変わることでまちは変わると

いうことを学びました。また、5 年間で取り組む基本戦略を策定し、それに基づく 10 のア

クションプランを設定。さらに、観光客の宿泊旅行調査など細かく行動分析を行っていた。

課題点を明確にして戦略的に、観光を切り口として小豆島に住み続けることができるまちづ

くりを戦略的に行っていた。まちの強み弱みを分析することで明確な計画を立て実行してい

た。 

岡谷市においても明確なビジョンを持ったリーダーが必要であり、諏訪圏、特に諏訪湖周

の 2 市 1 町の観光面における更なる協力を行い、持続的で魅力ある観光の構築が可能だと感

じました。 


